
東京工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 化学II
科目基礎情報
科目番号 0052 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子工学科 対象学年 1
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 東京書籍「改訂 化学基礎」/ 森北出版「例題で学ぶ基礎化学」/ 東京書籍「ダイナミックワイド図説化学」/ 東京書籍「
改訂 ニューステップアップ化学基礎」

担当教員 小林 美学
到達目標
１．化学が物質を対象とする科学であることや，化学が人間生活に果たしている役割を理解できる。
２．化学反応の量的関係が理解できる。
３．酸と塩基について学び、それらの性質や中和反応について理解できる。
４．酸化還元反応の定義を説明することができ、それを化学反応式で記述できる。
５．この目標を達成するために探求活動を行い，学習内容を深めるとともに，化学的に探求する能力を高める。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低到達レベルの目安 未到達レベルの目安

化学反応式とその量的関係 化学反応式を記述し，化学
量論の計算ができる。

化学反応式を記述し，簡単
な化学量論の計算ができる
。

化学反応式を記述できる。 化学反応式を記述できない
。

酸と塩基
酸と塩基の定義や性質を説
明でき，それらの分類がで
きる。

酸と塩基の定義を説明でき
，それらの性質を理解して
いる。

酸と塩基の定義を説明でき
る。

酸と塩基の定義を説明でき
ない。

中和反応
中和反応と塩，中和滴定に
ついて詳しく説明ができ
，中和反応の計算ができる
。

中和反応と塩について説明
ができ，中和反応の簡単な
計算ができる。

中和反応やその量的関係を
説明できる。

中和反応やその量的関係を
説明できない。

酸化と還元
酸化還元の定義を説明でき
，酸化数の増減から酸化還
元反応かどうかを区別でき
る。

酸化還元の定義を説明でき
る。酸化数を求めることが
できる。

酸化還元の定義を説明でき
る。

酸化還元の定義を全く説明
できない。

金属の酸化還元反応 イオン化傾向から金属の反
応性を理解できる。

イオン化傾向を説明できる
。

代表的な金属をイオン化傾
向順に並べることができる
。

代表的な金属をイオン化傾
向順に並べることができな
い。

酸化還元反応の応用

電池の構成を説明でき様々
な電池を分類できる。また
様々な金属の精錬法を化学
反応式を用いて説明できる
。

電池の構成を説明でき代表
的な電池を分類できる。ま
た一部の金属の精錬法を化
学反応式を用いて説明でき
る。

電池の構成を説明できる。
また一部の金属の精錬法を
説明できる。

電池の構成を説明できず、
また一部の金属の精錬法を
説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
１．化学反応式の記述とそれを用いた量的関係を学ぶ。
２．酸と塩基の定義、それらの性質や中和反応について学ぶ。
３．酸化還元反応の定義およびそれを化学反応式で記述することを学ぶ。

授業の進め方・方法 高校教科書を用いて化学に必要な基本的な考え方や定義、化学反応式を用いたモル計算について説明をしていく。教科
書の問題や副教材を活用して、知識の定着を図っていく。

注意点 授業に集中すること。予習・復習を欠かさず自学自習の習慣を確立させること。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 2-1 物質量と化学反応式
(4) 化学反応式と量的関係（１） 化学反応式を記述できる。

2週 (4) 化学反応式と量的関係（２） 化学反応式と量的関係を理解する。

3週 2-2 酸と塩基
(1) 酸と塩基

酸と塩基の定義(アレニウスの定義, ブレンステッド・
ローリーの定義), 酸塩基の価数・強弱を理解し説明で
きる。

4週 (2) 水素イオン濃度とpH
・水のイオン積

水素イオン濃度とpH，水のイオン積を説明できる。
対数を用いたpH計算ができる。

5週

(3) 中和反応と塩の生成
・中和反応と塩の生成
・塩の種類
・塩の性質
・塩の加水分解

中和反応と中和反応による塩の生成を説明できる。
塩の分類や塩の酸塩基の性質を説明できる。

6週
(4) 中和滴定 (1)
・中和の量的関係
・酸・塩基の強弱
・中和滴定

酸・塩基の強弱と中和の量的関係を説明できる。
中和滴定の原理と捜査を説明できる。

7週
(4) 中和滴定 (2)
・中和滴定に使用する器具
・酸・塩基の標準溶液の調製法

中和滴定に使用する器具を説明できる
滴定曲線を説明できる。
酸・塩基の標準溶液の調製法を説明できる。

8週 後期中間試験 後期前半の学習内容の理解度を確認するテストで合格
点をとる。

4thQ
9週

2-3 酸化還元反応
(1) 酸化と還元
・原子の酸化数の範囲

酸化と還元の定義，および，原子の酸化数の範囲を説
明できる。

10週
(2) 酸化剤と還元剤 (1)
・酸化剤と還元剤
・電子の授受と酸化還元反応式

酸化剤と還元剤について説明できる。
酸化剤・還元剤のイオン反応式を理解している。



11週
(2) 酸化剤と還元剤 (2)
・酸化剤と還元剤のはたらきの強さ
・硫酸で酸性にした水溶液中での酸化還元反応 (1)

様々な酸化剤・還元剤、特に硫酸酸性過マンガン酸カ
リウムおよび過酸化水素水溶液のはたらきを説明でき
、酸化還元反応式を書くことができる。

12週
(2) 酸化剤と還元剤 (3)
・硫酸で酸性にした水溶液中での酸化還元反応 (2)
・酸化剤と還元剤の量的関係

様々な酸化剤・還元剤、特に硫酸酸性過マンガン酸カ
リウムおよび過酸化水素水溶液のはたらきを説明でき
、酸化還元反応式を書くことができる。
酸化還元滴定の計算ができる。

13週
(3) 金属の酸化還元反応
・金属のイオン化傾向
・金属の反応性

金属のイオン化傾向および金属の酸化還元反応を説明
できる。

14週
(4) 酸化還元反応の応用
・電池の仕組み
・実用電池
・金属の精錬

電池が酸化還元反応を利用して電気エネルギーを取り
出す装置であることを理解しており、電池を構成する
電極等の要素を説明することができる
実用電池の分類を一次電池/二次電池に分類できる。
金属の精錬における酸化還元反応を説明できる。

15週 ・まとめ
酸と塩基、および、酸化還元反応の学習内容を整理し,
身についた学習内容および身についていない学習内容
を認識する。

16週 後期学習内容のふりかえり 後期の学習範囲で理解度が低いところをがあれば、復
習すべき単元を確認する。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 自然科学 化学(一般) 化学(一般)

アボガドロ定数を理解し、物質量(mol)を用い物質の量を表すこ
とができる。 3

分子量・式量がどのような意味をもつか説明できる。 3
気体の体積と物質量の関係を説明できる。 3
化学反応を反応物、生成物、係数を理解して組み立てることがで
きる。 3

化学反応を用いて化学量論的な計算ができる。 3
質量パーセント濃度の説明ができ、質量パーセント濃度の計算が
できる。 3

モル濃度の説明ができ、モル濃度の計算ができる。 3
酸・塩基の定義(ブレンステッドまで)を説明できる。 3
酸・塩基の化学式から酸・塩基の価数をつけることができる。 3
電離度から酸・塩基の強弱を説明できる。 3
pHを説明でき、pHから水素イオン濃度を計算できる。また、水
素イオン濃度をpHに変換できる。 3

中和反応がどのような反応であるか説明できる。 3
中和滴定の計算ができる。 3
酸化還元反応について説明できる。 3
イオン化傾向について説明できる。 3
金属の反応性についてイオン化傾向に基づき説明できる。 3

評価割合
試験 課題 小テスト 合計

総合評価割合 80 10 10 100
基礎的能力 80 10 10 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0


